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国営滝野すずらん丘陵公園での熊の侵入に伴う 

臨時閉園の継続について(第２報) 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国営滝野すずらん丘陵公園は、令和２年５月２８日（木）に園内の監視カ

メラにて熊の画像が確認されたため臨時閉園を継続し、専門家の助言を踏ま

え、熊の監視体制の強化、痕跡確認等を行っているところです。 

現在の状況について、以下のとおりお知らせします。 

 

【監視体制強化】（別紙１参照） 

 ・増設した監視カメラで監視を継続しています。 

 ・外周柵巡視、園内巡視を行っています。 

 ・熊の足あと確認のため園路に石灰を散布しました。 

【痕跡確認状況】 

 ・5月 28 日(木)以降、カメラ画像を含め新たな痕跡は確認されており 

ません。 

【侵入経路特定状況】 

 ・現在確認している侵入退去箇所については別紙１をご覧ください。 

（第１報からの変更はありません） 

【侵入防止対策】(別紙 1参照) 

 ・侵入防止対策として外周柵の下に鉄筋を打ち込む作業を行っています。 

 

今後は、侵入防止対策の進捗を勘案しつつ、開園の見通しに関わる「国営

滝野すずらん丘陵公園クマ対策会議」を開催します。新型コロナウイルス感

染症対策のため、会議は書面またはＷｅｂ等での開催とし、会議構成員（別

紙 2参照）からご意見を伺う予定です。 

開園の見通しを含め、詳細については、分かり次第、随時お知らせいたし

ます。お客様にはご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解いただきますようお

願いいたします。 

【問合せ先】国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 

 総務課(広報担当)上席総務専門官 庄司 和正 電話（011-611-0279 ダイヤルイン） 

 札幌開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/sp/ 
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約 400m  侵入箇所 

① 親子熊 ②熊（後ろ姿）  ③子熊 (立姿） 
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退去箇所 



 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

④ 侵入箇所 

⑧退去箇所 

⑦ クマの糞 

⑤フキの食痕 

⑥ 足跡 

・外周柵巡視状況 

・石灰散布状況 

・侵入防止対策（鉄筋打ち込み） 



 
 
 

巡視員から約 10m 
外周柵から約 2m の距離 

侵入防止対策作業状況（鉄筋打ち込み） 

L=1,000mm 
15cm 間隔で打ち込み 



別紙２ 

国営滝野すずらん丘陵公園クマ対策会議 

 

○会議構成員(敬称略) 

【有識者】 

・地方独立行政法人北海道立総合研究機構 

産業技術環境研究所本部 エネルギー・環境・地質研究所 釣賀 一二三 

         間野 勉 

・NPO 法人 EnVision 環境保全事務所 早稲田 宏一 

 

【関係機関】 

・札幌市環境局 環境都市推進部 環境共生担当課 

・札幌市教育委員会 生涯学習部 生涯学習推進課 

・札幌市青少年山の家 

（指定管理者 公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会） 

・北海道警察 札幌方面南警察署 地域課 

 ・北海道石狩振興局 保健環境部 環境生活課 自然環境係 

・SPAC 滝野管理センター 

・国土交通省北海道開発局 札幌開発建設部（公園担当）次長 

・札幌開発建設部 滝野すずらん丘陵公園事務所 所長 

 


